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Ⅰ ． 学 位 論 文 題 目 ：  

日 本 に お け る 外 国 人 女 性 の 就 業 と ラ イ フ コ ー ス に 関 す る 研 究  

 

Ⅱ ． 論 文 目 次  

序  章   本 研 究 の 背 景 ・ 目 的 ・ 意 義 ・ 方 法  

    第 1 節  本 研 究 の 目 的 と 意 義  

    第 2 節  海 外 就 職 ・ 移 民 に 関 す る 先 行 研 究  

    第 3 節  ジ ェ ン ダ ー 的 な 視 点 か ら み る 海 外 移 民  

第 4 節  ラ イ フ コ ー ス の 概 説 ， 要 素 と 空 間 的 把 握  

    第 5 節  研 究 方 法 及 び 各 統 計 デ ー タ の 比 較  

 

第 一 章  日 本 に お け る 外 国 人 女 性 の 人 口 状 況 と 地 理 分 布    

    第 1 節  在 留 外 国 人 の 人 口 状 況 と 変 化  

    第 2 節  東 京 都 に お け る 外 国 人 女 性 の 人 口 状 況 と 地 理 分 布   

    第 3 節  大 阪 府 に お け る 外 国 人 女 性 の 人 口 状 況 と 地 理 分 布  

    第 4 節  広 島 県 に お け る 外 国 人 女 性 の 人 口 状 況 と 地 理 分 布 ：  

 

第 二 章  日 本 に お け る 外 国 人 の 求 人 情 報  

第 1 節  在 留 外 国 人 の 在 留 資 格 の 概 説  

        第 2 節  グ ロ ー バ ル 人 材 会 社 と デ ー タ ベ ー ス の 説 明   

    第 3 節  業 種 か ら み た 外 国 人 の 就 業  

    第 4 節  職 種 ， 雇 用 形 態 ， 語 学 能 力 な ど か ら み た 外 国 人 の 就 業  

 

第 三 章  日 本 に お け る 外 国 人 女 性 の 就 職 と ラ イ フ コ ー ス  

    第 1 節  日 本 に お け る 留 学 生 の 在 籍 現 状 と 進 路 状 況  



    第 2 節  中 国 か ら 日 本 へ の 留 学 状 況  

    第 3 節  ア ン ケ ー ト 調 査 か ら み た 在 日 中 国 人 高 学 歴 女 性 労 働 者

の 就 職 状 況 と ラ イ フ コ ー ス  

 

第 四 章  広 島 県 に お け る 外 国 人 女 性 の 就 業 と ラ イ フ コ ー ス  

    第 1 節  広 島 県 に お け る 在 留 外 国 人  

    第 2 節  ア ン ケ ー ト 調 査 か ら み た 外 国 人 女 性 の 就 業  

    第 3 節  ア ン ケ ー ト 調 査 か ら み た 外 国 人 女 性 の ラ イ フ コ ー ス  

    第 4 節  広 島 県 に お け る 外 国 人 女 性 の 就 業 と ラ イ フ コ ー ス と の

関 連  

 

終  章   研 究 成 果 と 課 題  

     第 1 節  研 究 成 果 の ま と め  

     第 2 節  今 後 の 課 題  

  



Ⅲ ． 論 文 要 約   

序  章   本 研 究 の 背 景 ・ 目 的 ・ 意 義 ・ 方 法  

 本 研 究 の 目 的 は 日 本 に お け る 外 国 人 の 就 業 と ラ イ フ コ ー ス に つ い て ，

ジ ェ ン ダ ー 的 視 点 を 取 り 入 れ ， 外 国 人 女 性 の 就 業 と ラ イ フ コ ー ス に 焦 点

を 絞 り ， 彼 女 ら の 海 外 就 業 の 現 状 と ラ イ フ コ ー ス に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 に

つ い て 明 ら か に す る こ と で あ る 。  

 世 界 経 済 の グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン に よ り ， 社 会 的 ， 文 化 的 ， 経 済 的 な

方 面 に お い て ， ヒ ト ・ モ ノ ・ カ ネ と 情 報 は よ り 一 層 の 国 際 的 流 動 が 生 じ

て い る 。 日 本 も 例 外 で は な く ， 国 際 的 な 労 働 力 の 流 入 が 進 行 し て お り ，

企 業 活 動 の 多 国 籍 化 が 進 み ， 様 々 な 業 種 に お い て 外 国 籍 の 雇 用 が 増 加 し

て い る 。 1 9 9 0 年 代 以 降 ，日 本 の 雇 用 シ ス テ ム が 大 き く 変 化 し ，多 く の 日

本 企 業 は 年 功 序 列 の 日 本 的 雇 用 慣 習 を 廃 止 し て 欧 米 型 の 雇 用 シ ス テ ム を

導 入 し つ つ あ り ， 正 規 雇 用 を 代 替 す る 形 で パ ー ト タ イ ム 労 働 ， 派 遣 労 働

の よ う な 非 正 規 雇 用 を 拡 大 さ せ ， グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン の 中 で 外 国 人 の

雇 用 を 柔 軟 に 対 応 す る よ う に な っ て き た 。そ し て ， 1 9 7 0 年 代 半 ば か ら 深

刻 化 し て き た 少 子 高 齢 化 に よ る 労 働 力 の 不 足 と ， 人 件 費 コ ス ト の 高 騰 を

背 景 に ， 外 国 人 労 働 者 は 国 際 的 労 働 力 と し て ， さ ら に は 日 本 の 人 口 減 少

を 補 う だ け で は な く 長 期 的 に 在 留 す る 住 民 と し て み な さ れ る よ う に な っ

た 。 そ れ に 対 応 し て ， 彼 ら に 対 す る 移 民 政 策 と 就 業 促 進 の 各 対 策 が と ら

れ て き た 。 こ の よ う な 雇 用 シ ス テ ム の 変 化 や 少 子 高 齢 化 を 背 景 と し て ，

本 研 究 は ， 日 本 に お け る 外 国 人 労 働 者 を 対 象 と し て ， 在 留 外 国 人 の 就 業

と ラ イ フ コ ー ス を 考 察 し ， ジ ェ ン ダ ー 的 視 点 を 取 り 入 れ ， 外 国 人 女 性 の

就 業 と ラ イ フ コ ー ス に 焦 点 を 絞 り ， 彼 女 ら の 海 外 就 業 に か か わ る 要 素 と

ラ イ フ コ ー ス に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 を 明 ら か に す る 。 国 際 的 な 労 働 力 移 動

の 実 態 把 握 と 要 因 の 解 明 す る こ と は ， グ ロ ー バ ル 化 社 会 に お け る キ ャ リ



ア 形 成 の 解 明 に も つ な が り ， 意 義 あ る 研 究 と な る と 考 え て い る 。  

 研 究 の 手 順 と し て ， 最 初 に 労 働 力 の 国 際 化 お よ び ラ イ フ コ ー ス に 関 す

る 既 往 の 研 究 を レ ビ ュ ー し ， 本 研 究 の 位 置 づ け を 明 確 化 し た 。 K o f m a n

（ 2 0 0 0 ） の ヨ ー ロ ッ パ に お け る 高 度 人 材 移 民 （ s k i l l e d  m i g r a t i o n ） に 関

す る 研 究 で は ， 直 接 的 な 分 析 対 象 は 男 性 で あ る こ と が 多 く ， 高 度 人 材 の

女 性 移 民 を 見 落 と し た と 指 摘 し た 。吉 田（ 2 0 0 6 ）に よ る と ， 1 9 7 0 年 代 に

入 る と ， 英 語 圏 の 女 性 研 究 者 た ち の 間 か ら ， 従 来 の 地 理 学 研 究 が 男 性 中

心 主 義 に 偏 っ た も の で あ る と す る 批 判 が さ れ る と と も に ， 空 間 に 刻 ま れ

た 男 女 の 非 対 称 の 権 力 関 係 ， す な わ ち ジ ェ ン ダ ー 関 係 を あ ぶ り 出 す 作 業

が 地 理 学 の 分 野 に お い て 行 わ れ る よ う に な っ た 。 従 来 の 国 際 的 労 働 力 移

動 の 既 存 研 究 で は ， ジ ェ ン ダ ー 的 な 視 点 が 抜 け 落 ち て い る 傾 向 が あ り ，

日 本 国 内 に お け る 在 留 外 国 人 女 性 の ラ イ フ コ ー ス に 関 す る こ の 視 点 か ら

の 研 究 は 少 な い 。 次 に ， ラ イ フ コ ー ス の 概 念 を 導 入 し ， ラ イ フ コ ー ス の

構 成 要 素 に つ い て 検 討 し た 。 ラ イ フ コ ー ス は ， 人 間 行 為 力 と い う 個 人 水

準 の 作 用 力 ， そ し て 個 人 に と っ て メ タ 水 準 に あ る 重 要 な 他 者 と の 共 時 性

に よ っ て 具 現 化 さ れ る 「 重 ね あ わ さ れ る 人 生 」 と い う 力 ， マ ク ロ 水 準 の

「 時 空 間 上 の 場 所（ 年 齢 や コ ー ホ ー ト ）」に よ る 作 用 か ら な る 。こ れ ら の

三 水 準 で の 相 互 作 用 の 結 果 ， 役 割 移 行 の タ イ ミ ン グ と し て 具 現 化 し ， あ

る 一 定 頻 度 で 出 現 す る 複 数 の 道 筋 を 社 会 的 な ラ イ フ コ ー ス ・ パ タ ー ン と

み な し ， 観 察 し て い く こ と が で き る 。 本 研 究 で は ， 国 際 的 労 働 力 で あ る

在 留 外 国 人 女 性 を 対 象 と し て ， 彼 女 ら の 就 業 に 焦 点 を 当 て ， 学 歴 や 職 歴

な ど の キ ャ リ ア 形 成 の 視 点 か ら ， 海 外 就 職 者 の ラ イ フ コ ー ス を 解 明 す る

こ と を 目 的 と す る 。  

 本 研 究 の 方 法 は 次 の と お り で あ る 。  

 総 務 省 統 計 局 の 『 国 勢 調 査 報 告 』 と 法 務 省 入 国 管 理 局 の 『 在 留 外 国 人



統 計 』を 利 用 し ，在 留 外 国 人 の 人 口 属 性 の 特 徴 と 地 理 的 分 布 を 考 察 し た 。

地 理 的 分 布 に 関 し て は ，国 勢 調 査（ 小 地 域 ）の デ ー タ を 加 工 し て A r c G I S

の ソ フ ト ウ ェ ア を 用 い て 作 成 し た 。 そ し て ， 中 国 人 高 学 歴 女 性 労 働 者 へ

の ア ン ケ ー ト 調 査 ， 広 島 県 に お け る 在 留 外 国 人 女 性 へ の ア ン ケ ー ト 調 査

と イ ン タ ビ ュ ー を 通 じ て ， 外 国 人 女 性 の 就 業 と ラ イ フ コ ー ス に つ い て 考

察 し た 。  

 

第 一 章  日 本 に お け る 外 国 人 女 性 の 人 口 状 況 と 地 理 分 布    

 第 一 章 で は ， 日 本 に お け る 在 留 外 国 人 の 人 口 状 況 と 地 理 的 分 布 と の 関

係 に つ い て 明 ら か に し た 。   

 日 本 に お け る 在 留 外 国 人 の 人 口 属 性 に つ い て ，『 国 勢 調 査 報 告 』と『 在

留 外 国 人 統 計 』 の 公 的 統 計 デ ー タ を 利 用 し て ， 国 籍 別 ・ 性 別 ・ 都 道 府 県

別 ・ 在 留 資 格 別 か ら み る 人 口 属 性 の 特 徴 を 考 察 し た 。 ま た ， 大 都 市 圏 の

東 京 都 ， 大 阪 府 と 地 方 圏 の 広 島 県 （ 広 島 市 ， 福 山 市 ， 東 広 島 市 ） と 比 較

し な が ら ， 在 留 外 国 人 の 地 理 的 分 布 に つ い て A r c G I S を 用 い て 町 丁 単 位

で ミ ク ロ な 分 析 を 試 み ， ジ ェ ン ダ ー 的 視 点 か ら 性 別 に 外 国 人 集 住 地 の 形

成 要 因 を 考 察 し た 。  

 各 年 の 『 国 勢 調 査 報 告 』 と 『 在 留 外 国 人 統 計 』 の 公 的 統 計 デ ー タ を 利

用 し て ， 主 要 国 籍 （ 中 国 ， 韓 国 ， フ ィ リ ピ ン ， ブ ラ ジ ル ， ベ ト ナ ム ， ア

メ リ カ 合 衆 国 ， ペ ル ー ， タ イ ， イ ン ド ネ シ ア ） の 在 留 外 国 人 を 国 籍 別 ・

性 別 ・ 都 道 府 県 別 ・ 在 留 資 格 別 か ら み る 人 口 属 性 の 特 徴 に つ い て 分 析 し

た 。 日 本 の 在 留 外 国 人 は 朝 鮮 半 島 出 身 の オ ー ル ド カ マ ー が 多 か っ た が ，

1 9 8 0 年 代 半 ば 以 降 ，多 く の 国 々 か ら ，特 に ア ジ ア 諸 国 か ら 就 労 目 的 の ニ

ュ ー カ マ ー や 留 学 目 的 の 留 学 生 な ど の 流 入 が 顕 著 に な っ て お り ， 在 留 外

国 人 の 国 籍 ， 社 会 階 層 あ る い は 在 留 目 的 が 多 様 化 し て き た こ と を 指 摘 で



き た 。 日 本 の 「 少 子 高 齢 化 」 の 深 刻 化 に 対 し て ， 在 留 外 国 人 が 増 加 し ，

特 に 生 産 年 齢 人 口 に 該 当 す る 在 留 外 国 人 が 顕 著 に 増 え て い る こ と を 明 ら

か に し ， 中 長 期 的 な 在 留 外 国 人 と 在 留 期 間 が 無 制 限 で あ る 永 住 者 な ど の

定 住 者 を 現 地 の ロ ー カ ル な 住 民 と し て 受 け 入 れ る 重 要 性 に つ い て も 検 討

し た 。  

 地 理 的 分 布 に 関 し て は ， 大 都 市 圏 の 東 京 都 ， 大 阪 府 と 地 方 圏 の 広 島 県

（ 広 島 市 ， 福 山 市 ， 東 広 島 市 ） と 比 較 し な が ら ， 在 留 外 国 人 の 地 理 的 分

布 を ジ ェ ン ダ ー 的 視 点 か ら 考 察 し た 。 作 成 し た 地 理 的 分 布 図 か ら ， 外 国

人 男 性 ， 外 国 人 女 性 の 居 住 状 況 及 び 性 比 の 分 布 状 況 に つ い て 市 町 村 単 位

で 考 察 し ， 外 国 人 の 集 住 地 区 が 形 成 さ れ た 要 因 を 明 ら か に し た 。 東 京 都

に お け る 在 留 外 国 人 の 特 徴 と し て ， ニ ュ ー カ マ ー の 流 入 ， 特 に 就 労 目 的

の 外 国 人 の 移 住 が 顕 著 で あ り ， 欧 米 諸 国 か ら の 在 留 外 国 人 が ほ か の 道 府

県 よ り 多 い こ と が あ げ ら れ る 。 そ れ に 対 し て ， 大 阪 府 は 「 特 別 永 住 者 」

の オ ー ル ド カ マ ー が 中 心 と す る 外 国 人 集 住 地 で あ る が ， 近 年 ， 就 労 目 的

の ニ ュ ー カ マ ー と 留 学 生 だ け で は な く ， 外 国 人 集 住 地 が 通 勤 の 便 利 な 地

区 で 拡 大 し て い る 傾 向 が あ る と 考 え ら れ る 。 ま た 広 島 県 に お い て は ， 在

留 外 国 人 が 大 都 市 圏 よ り か な り 少 な く ， 転 入 と 転 出 の 傾 向 が 日 本 全 国 の

傾 向 よ り 激 し い と 指 摘 で き た 。 特 徴 と し て は ， 在 留 期 間 制 限 の な い 定 住

者 が 多 い こ と ， 広 島 県 の 中 心 部 と 瀬 戸 内 海 側 の 県 境 付 近 の 市 町 に 集 中 し

て い る こ と ， 中 小 企 業 で 就 労 し て い る ブ ル ー カ ラ ー の 在 留 外 国 人 が 多 い

こ と の ３ 点 を 挙 げ る こ と が で き た 。  

 

第 二 章  日 本 に お け る 外 国 人 の 求 人 情 報  

 第 二 章 で は ， 国 際 的 な 労 働 力 の 需 要 に つ い て 解 明 す る た め に 人 材 会 社

が 提 供 し て い る 外 国 人 向 け の 求 人 情 報 に 焦 点 を 当 て ， 外 国 人 の 募 集 状 況



を 明 ら か に し た 。  

 外 国 人 の 求 職 者 の 大 部 分 は ， 人 材 会 社 の ウ ェ ブ 上 に 掲 載 さ れ て い る 求

人 情 報 を 利 用 し て い る た め ， 就 労 可 能 に 該 当 す る 在 留 資 格 に 関 す る 統 計

デ ー タ の 分 析 と 関 連 さ せ な が ら ， 求 人 情 報 を デ ー タ ベ ー ス 化 し た 募 集 情

報 の 特 徴 を 考 察 し た 。 労 働 需 要 の あ る 職 種 と 外 国 人 を 積 極 的 に 募 集 し て

い る 業 種 の 分 析 か ら ， 大 都 市 圏 と 地 方 圏 の 求 人 情 報 の 地 域 差 や ， 外 国 人

労 働 者 の 地 理 的 分 布 と 求 人 会 社 の 地 理 的 分 布 と の 関 連 性 を 明 ら か に し た 。 

 東 京 都 ， 大 阪 府 ， 広 島 県 に 位 置 す る 会 社 を 対 象 と し て ， 会 社 の 業 種 ，

職 種 ， 雇 用 形 態 や 要 求 さ れ て い る 語 学 能 力 な ど に つ い て の 分 析 ， 大 都 市

圏 と 地 方 圏 の 求 人 情 報 の 特 徴 の 比 較 か ら ， ど の よ う な 属 性 を 持 っ て い る

外 国 人 が 日 本 企 業 で よ り 多 く 募 集 さ れ て い る か ， 外 国 人 を 積 極 的 に 募 集

し て い る 会 社 は ど の よ う な 企 業 で あ る か を 明 ら か に し た 。 募 集 傾 向 と し

て は ， 以 下 の ３ 点 を 挙 げ る こ と が で き る 。 １ 点 目 は ， 東 京 都 で は 欧 米 の

ニ ュ ー カ マ ー の 増 大 が 著 し く ， 管 理 職 や 事 務 の よ う な ホ ワ イ ト カ ラ ー の

正 社 員 の 募 集 が 多 い こ と が 挙 げ ら れ る 。 ２ 点 目 は ， 大 阪 府 で は ， 外 国 語

講 師 の 募 集 が 多 く ， 企 業 向 け の 英 語 ト レ ー ニ ン グ の 契 約 社 員 を 含 め ， ネ

イ テ ィ ブ レ ベ ル の 語 学 能 力 が 要 求 さ れ て い る 傾 向 が あ る こ と で あ る 。 ３

点 目 と し て は ， 広 島 県 で は 全 体 数 が 少 な い こ と に 加 え ， 主 に 工 場 な ど の

製 造 業 に 働 い て い る 外 国 人 は ブ ル ー カ ラ ー の 研 修 生 が 多 い た め ， 彼 ら の

日 本 で の 就 職 に は 日 本 国 内 の 求 人 情 報 を あ ま り 利 用 し な い こ と が 明 ら か

と な っ た 。  

 

第 三 章  日 本 に お け る 外 国 人 女 性 の 就 職 と ラ イ フ コ ー ス  

 第 三 章 で は ， 外 国 人 女 性 の 就 職 と ラ イ フ コ ー ス に つ い て ， 外 国 人 女 性

に よ る 日 本 企 業 へ の 就 職 状 況 を 分 析 し ， 彼 女 ら の 日 本 で の 就 業 に か か わ



る 要 因 と ラ イ フ コ ー ス と の 関 連 を 考 察 し た 。  

最 初 に 日 本 に お け る 留 学 生 の 在 籍 状 況 と 進 路 状 況 に つ い て 検 討 し た 。 調

査 対 象 者 を 卒 業 後 日 本 企 業 に 就 業 で き た 中 国 人 高 学 歴 女 性 労 働 者 （ 生 産

年 齢 人 口 に 該 当 す る 人 ） に 絞 り ， ア ン ケ ー ト 調 査 に よ っ て ， 国 際 的 労 働

力 と し て の 彼 女 ら の 就 職 と ラ イ フ コ ー ス に つ い て 分 析 し ， 彼 女 た ち の キ

ャ リ ア 形 成 に つ い て 考 察 し た 。 ア ン ケ ー ト 調 査 の 集 計 結 果 か ら ， 対 象 者

の 個 人 属 性 （ 在 留 資 格 の 内 訳 ， 年 齢 階 層 ， 最 終 学 歴 ， 職 業 経 歴 ， 婚 姻 状

況 ， 語 学 能 力 な ど ） 及 び 職 場 状 況 （ 職 務 内 容 ， 就 職 先 の 業 種 お よ び 所 在

地 ， 月 額 報 酬 ， 現 職 の 情 報 入 手 手 法 ， 就 業 年 数 な ど ） を 分 析 し ， 中 国 人

留 学 生 に よ る 日 本 企 業 へ の 就 業 状 況 と し て 高 学 歴 者 に よ る 中 国 と の 取 引

の あ る 企 業 へ の 正 規 職 へ の 就 業 と ， 語 学 力 が 日 本 で の 就 業 に 大 き く 影 響

す る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

 日 本 で は 積 極 的 に 外 国 人 留 学 生 を 受 入 れ て い る た め ， 彼 ／ 彼 女 ら は 日

本 で 就 職 で き る 潜 在 的 労 働 力 で あ る と 考 え ら れ る 。 そ こ で 日 本 に お け る

留 学 生 の 在 籍 現 状 と 進 路 状 況 に つ い て 考 察 し ， 在 日 留 学 生 数 の 増 加 理 由

を ラ イ フ コ ー ス の 観 点 か ら 検 討 し た 。 中 国 人 留 学 生 は 日 本 国 内 の 留 学 生

の な か で 最 多 で あ り ， 卒 業 後 に 日 本 企 業 に 就 職 し た 中 国 人 高 学 歴 女 性 労

働 者 （ た だ し 生 産 年 齢 人 口 該 当 者 ） を 対 象 と し て ， ア ン ケ ー ト 調 査 を 実

施 し ( 調 査 時 期 ： 2 0 1 3 年 8 月 ～ 9 月 ； 配 付 : 3 5 部 , 回 収 : 2 5 部 ； 回 収 率 ：

7 1 . 4 3 ％ ) ， 国 際 的 労 働 力 と し て の 彼 女 ら の 就 職 と ラ イ フ コ ー ス に つ い て

考 察 し た 。 対 象 者 の 個 人 属 性 及 び 職 場 状 況 か ら ， 彼 女 ら が 日 本 企 業 へ の

就 業 状 況 及 び 日 本 で の 就 業 に 関 わ る 要 因 を 明 ら か に し ， 留 学 経 験 は キ ャ

リ ア ア ッ プ の ワ ン ス テ ッ プ と し て ど の よ う に 位 置 付 く の か ， 日 本 に お け

る 現 職 は ど の よ う な 就 業 機 会 を 彼 女 ら に 与 え て い る の か ， さ ら に 彼 女 ら

は ど の よ う な 職 業 キ ャ リ ア と ラ イ フ コ ー ス を 形 成 し ， 今 後 の 就 業 の 希 望



に つ い て 分 析 し た 。 対 象 者 は 比 較 的 高 度 な 人 的 資 源 を 有 す る ク ラ ス タ ー

と 位 置 付 け ら れ ， 在 留 資 格 は 人 文 知 識 ・ 国 際 業 務 ・ 技 術 職 な ど が 代 表 的

で あ る 。 職 業 は 技 術 者 や 事 務 系 職 種 な ど の ホ ワ イ ト カ ラ ー に よ り 構 成 さ

れ て い る 。 職 務 内 容 は 規 制 さ れ て は い る が ， 比 較 的 良 好 な 労 働 条 件 が 得

ら れ て い る と い う 。 考 察 し た 結 果 ， 在 日 中 国 人 高 学 歴 女 性 就 業 者 ら は 就

職 活 動 で の 競 争 力 を 高 め る た め に ， 高 学 歴 化 を 図 っ て ， 中 国 か ら 日 本 に

進 学 し て き た 。 彼 女 た ち は 就 職 の た め に 専 門 的 知 識 を 習 得 し て い る 。 し

か し ， 性 別 賃 金 格 差 が 存 在 し ， 外 国 人 就 業 者 に 開 か れ て い な い 日 本 労 働

市 場 に お い て も ， 彼 女 た ち の 能 力 は 高 く 評 価 さ れ て お り ， 就 職 機 会 を 得

る こ と が 比 較 的 に 容 易 で あ り ， 日 本 は 入 国 し や す く ， 就 労 し や す い 場 所

で あ っ た 。 加 え て ， 対 象 者 は 伝 統 的 な 婚 姻 観 念 を 保 持 し な が ら も ， キ ャ

リ ア 継 続 の た め に 就 業 と 婚 姻 の 両 立 を 求 め た ラ イ フ コ ー ス を 選 択 し て い

る 。  

 

第 四 章  広 島 県 に お け る 外 国 人 女 性 の 就 業 と ラ イ フ コ ー ス  

 本 章 で は ， 広 島 県 に お け る 外 国 人 女 性 の 就 業 と ラ イ フ コ ー ス に つ い て

考 察 し ， 地 方 圏 の 広 島 県 に お け る 外 国 人 女 性 の 就 職 プ ロ セ ス を 支 え る メ

カ ニ ズ ム に つ い て 検 討 し た 。  

広 島 県 に 居 住 す る 外 国 人 女 性 の 人 口 属 性 の 特 徴 及 び 就 労 可 能 な 在 留 資

格 の 内 訳 ， 外 国 人 女 性 就 業 者 の 就 業 状 況 及 び 日 本 で 就 業 し た 経 緯 に 関 す

る ア ン ケ ー ト 及 び イ ン タ ビ ュ ー 調 査 （ 調 査 時 期 ： 2 0 1 5 年 1 0 月 ～ 1 1 月 ；

調 査 対 象 者 は 中 長 期 間 の 在 留 外 国 人 女 性 就 業 者 ） か ら ， 対 象 者 の 個 人 属

性 ，調 査 時 点 で 現 職 の 状 況 ，出 身 国 か ら 日 本 ま で の 職 業 経 歴 を 分 析 し た 。

分 析 の 結 果 ， 国 際 就 労 で は 学 歴 な ど の 教 育 的 背 景 ， 語 学 能 力 と 人 的 資 本

な ど が 重 要 な 要 因 で あ り ， 外 国 人 女 性 の 就 職 プ ロ セ ス と そ の 後 の キ ャ リ



ア 形 成 を 明 ら か に し た 。  

職 業 の 種 類 別 に 外 国 人 女 性 の 就 業 に つ い て み る と ， 製 造 業 や 派 遣 会 社

に 正 社 員 と し て 従 事 す る 対 象 者 の 職 務 内 容 は ， そ の 企 業 の 基 幹 的 業 務 や

通 訳 ， 人 材 マ ネ ジ メ ン ト な ど で あ り ， 雇 用 形 態 が 比 較 的 安 定 し た 状 態 に

あ る 。 一 方 ， サ ー ビ ス 業 に 属 す る 対 象 者 は ， 職 業 上 は 飲 食 ， 小 売 店 な ど

に 従 事 し て お り ， 高 い 言 語 能 力 を 有 す る が ， 人 的 資 源 と 労 働 条 件 の 面 で

相 対 的 に 劣 る と 考 え ら れ る 。 対 象 者 は ， 伝 統 的 な 婚 姻 観 念 を 保 持 し な が

ら ， 就 業 と 婚 姻 の 両 立 を 求 め て い る が ， 日 本 的 職 場 文 化 や 日 本 語 へ の 関

心 の 度 合 い は 国 籍 や 個 人 属 性 に よ っ て 多 様 で あ っ た 。  

 

終  章   研 究 成 果 と 課 題  

 各 章 の 分 析 結 果 か ら ， 日 本 に お け る 外 国 人 の 就 業 と ラ イ フ コ ー ス に 関

し て 三 点 が 明 ら か と な っ た 。 第 一 に ， 外 国 人 労 働 者 は 既 に 長 期 的 に 在 留

す る 就 業 者 と し て 受 け 入 れ ら れ て お り ，多 様 な 就 業 形 態 が と ら れ て い る 。

第 二 に ， 就 労 や 留 学 資 格 を 得 た 在 留 外 国 人 は 大 都 市 圏 で の 就 業 が 顕 著 で

あ り ，国 際 的 な 就 労 で は 学 歴 や 語 学 能 力 ，お よ び 人 間 関 係 が 重 要 で あ る 。

第 三 に ， 大 都 市 圏 と 地 方 圏 の 求 人 情 報 に は 地 域 差 が あ り ， 在 留 外 国 人 の

地 理 的 分 布 と 関 連 性 が あ る 。 加 え て ， 外 国 人 女 性 就 業 者 は 伝 統 的 な 婚 姻

観 念 を 保 持 し な が ら も ， キ ャ リ ア の 継 続 を 望 ん で い る た め 就 業 と 婚 姻 の

両 立 を 求 め て い る 。  

 今 後 の 課 題 と し て は ， 欧 米 圏 を 含 め た 国 際 的 労 働 力 移 動 と の 国 際 的 比

較 研 究 を 行 う こ と で あ る 。 今 後 は ， ヨ ー ロ ッ パ や ア メ リ カ 合 衆 国 に お け

る 国 際 的 労 働 力 移 動 の 動 向 を 把 握 し ， 統 計 分 析 と イ ン タ ビ ュ ー 調 査 の 両

面 か ら マ ル チ メ ソ ッ ド 方 式 の 研 究 手 法 を と り ， ア ジ ア と 欧 米 の 国 際 的 労

働 力 移 動 に つ い て 比 較 研 究 を 行 う 必 要 が あ る 。  
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法 務 省 入 国 管 理 局  統 計 に 関 す る プ レ ス リ リ ー ス  

h t t p / / w w w. m o j . g o . j p / n y u u k o k u k a n r i / k o u h o u / n y u u k o k u k a n r i 0 1 _ 0 0 0 1 3

. h t m l  

政 府 統 計 の 総 合 窓 口   

h t t p s ： / / w w w. e s t a t . g o . j p / S G 1 / e s t a t / e S t a t To p P o r t a l . d o  

広 島 県 統 計 課 『 人 口 移 動 統 計 調 査 』  

h t t p s : / / w w w. p r e f . h i r o s h i m a . l g . j p / s i t e / t o u k e i / j i n k o u i d o u t y o s a . h t m l # h

2 7  

日 本 学 生 支 援 機 構 （ J A S S O ）「 平 成 2 4 年 外 国 人 留 学 生 在 籍 状 況 調 査 結

果 」 h t t p ： / / w w w. j a s s o . g o . j p / i n d e x . h t m l  

第 二 次 東 広 島 市 国 際 化 推 進 プ ラ ン 『 外 国 人 市 民 ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 － 東

広 島 市 』 2 0 1 3 年 3 月  

h t t p : / / w w w. c i t y. h i g a s h i h i r o s h i m a . l g . j p / m a t e r i a l / f i l e s / g r o u p / 8 / 1 5 2 5 1

6 6 8 . p d f # s e a r c h = % 2 7 % E 5 % A 4 % 9 6 % E 5 % 9 B % B D % E 4 % B A % B A % E 5 % B 8 %

8 2 % E 6 % B 0 % 9 1 % E 3 % 8 2 % A 2 % E 3 % 8 3 % B 3 % E 3 % 8 2 % B 1 % E 3 % 8 3 % B C % E 3

% 8 3 % 8 8 % E 8 % A A % B F % E 6 % 9 F % B B % E 7 % B 5 % 9 0 % E 6 % 9 E % 9 C % E F % B C %



8 D % E 7 % A C % A C % E 4 % B A % 8 C % E 6 % A C % A 1 % E 6 % 9 D % B 1 % E 5 % B A % 8 3 %

E 5 % B 3 % B 6 % E 5 % B 8 % 8 2 % E 5 % 9 B % B D % 2 7  

U N E S C O  I n s t i t u t e  f o r  S t a t i s t i c   

h t t p ： / / w w w. u i s . u n e s c o . o r g / P a g e s / d e f a u l t . a s p x  

中 華 人 民 共 和 国 国 家 統 計 局 に よ る 『 中 国 統 計 年 鑑 2 0 1 2』  

 


